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ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
登

場
に
よ
っ
て
T
P
P
　
（
環
太
平
洋
戦
略
経

済
連
携
協
定
）
　
の
〟
危
機
〟
は
去
っ
た
よ

う
に
見
え
だ
が
、
す
で
に
日
本
政
府
は
交

渉
参
加
国
で
唯
一
T
P
P
を
批
准
し
、
そ

れ
に
伴
う
関
連
法
案
を
Ⅱ
本
通
し
て
い

る
。
今
国
会
で
も
主
要
農
作
物
種
子
法
（
以

下
、
種
子
法
）
廃
止
法
案
、
水
道
法
や
J

A
S
法
（
日
本
農
林
規
格
法
）
　
の
改
正
法

案
、
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
な
ど
、
多

く
の
法
案
が
短
時
間
で
審
議
さ
れ
て
い

る
。
T
P
P
の
内
容
通
り
の
こ
と
を
国
内

法
で
補
完
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

な
か
で
も
、
種
子
法
廃
止
法
案
は
す
で

に
3
月
2
3
日
、
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会

で
可
決
さ
れ
、
残
る
は
参
議
院
で
の
審
議

の
み
と
い
う
危
機
的
状
況
だ
。
1
4
日
に
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
米
通
商
代
表
部
代
表

に
指
名
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ

ー
氏
が
、
農
業
分
野
の
市
場
拡
大
を
図
る

上
で
、
日
本
が
「
第
一
の
標
的
」
と
の
見

解
を
示
し
て
い
る
。
種
子
法
が
廃
止
さ
れ

れ
ば
、
ま
さ
に
日
本
の
農
業
が
米
国
の
ク
標

的
〟
に
な
る
危
険
が
高
ま
る
。

か
つ
て
は
国
産
だ
っ
た
野
菜
の
種
子
は

近
年
ほ
と
ん
ど
が
海
外
で
生
産
さ
れ
、
輸

入
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

稲
な
ど
の
主
要
農
作
物
の
種
子
は
国
が
厳

し
く
管
理
し
、
自
治
体
が
時
間
と
お
金
を

か
け
て
育
て
、
守
っ
て
き
た
。
種
子
法
に

よ
り
、
主
要
作
物
で
あ
る
「
稲
、
大
麦
、

は
だ
か
麦
、
小
麦
及
び
大
豆
」
の
種
子
に

つ
い
て
、
各
都
道
府
県
が
奨
励
品
種
を
決

定
し
、
原
種
と
原
原
種
の
生
産
を
確
保
す

る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
国
が

予
算
を
つ
け
て
き
た
こ
と
で
、
米
を
つ
ノ
＼

る
農
家
は
安
く
優
れ
た
稲
の
苗
を
手
に
す

る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
米
」

だ
け
は
食
料
自
給
率
を
達
成
し
て
き
た
と

言
え
る
。
と
こ
ろ
が
種
子
法
が
な
く
な
る
と
、
こ

の
制
度
を
維
持
す
る
予
算
措
置
の
根
拠
は

な
く
な
る
。
「
民
間
の
活
力
の
た
め
に
」
と

い
う
の
か
政
府
の
主
張
だ
が
、
実
際
に
は

農
家
は
高
額
な
種
子
を
買
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
農
林
水
産

省
で
も
種
子
法
廃
止
に
向
け
、
ま
と
も
な

検
討
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

米
国
企
業
の
独
占
を
招
く
危
険

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の

か
。
2
0
1
3
年
、
日
本
が
T
P
P
交
渉

に
参
加
し
た
と
き
、
安
倍
晋
三
首
相
が
訪

米
し
て
日
米
並
行
協
議
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
協
議
で
日
本
政
府
は
米
国
企
業
（
遺

伝
子
組
み
換
え
作
物
の
販
売
で
有
名
な
モ

ン
サ
ン
ト
社
な
ど
）
　
の
意
向
を
汲
み
、
日

本
の
各
省
庁
に
検
討
さ
せ
、
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
規
制
改
革
会
議
に
付
託
す

る
、
と
い
う
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
政
府
は
規
制
改
革

会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
内
容
の
実
現
を
図

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
日
本
で

は
T
P
P
の
内
容
が
現
在
進
行
形
で
実
現

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

今
年
3
月
2
7
日
に
、
「
日
本
の
種
子
を
守

る
有
志
の
会
」
と
全
国
有
機
農
業
推
進
協

議
会
主
催
で
集
会
を
開
く
と
、
約
3
0
0

人
の
参
加
者
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
。

集
会
で
は
、
①
公
共
財
と
し
て
守
ら
れ

て
き
た
公
共
種
子
を
守
る
制
度
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
⑦
種
子
が
5
倍
か
ら
調
停
の

価
格
に
な
っ
て
し
ま
う
③
モ
ン
サ
ン
ト
な

ど
の
米
国
企
業
に
種
子
が
独
占
さ
れ
る
1

－
と
い
っ
た
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

た
。
大
規
模
な
農
場
の
多
い
米
国
で
さ
え
、

稲
や
小
麦
な
ど
は
州
立
大
学
等
で
開
発
さ

れ
た
公
共
種
子
が
広
く
使
わ
れ
、
自
家
採

取
す
る
農
家
の
割
合
が
多
い
。
家
族
経
営

な
ど
小
規
模
な
日
本
の
農
業
は
た
だ
さ
え

厳
し
い
状
態
な
の
に
、
高
い
種
子
を
買
っ

て
、
さ
ら
に
種
子
企
業
に
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
た
ら
存
続
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

種
子
法
廃
止
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た

元
農
水
大
臣
の
山
田
正
彦
氏
は
、
種
子
法

廃
止
と
同
時
に
審
議
さ
れ
て
い
る
農
業
競

争
力
強
化
支
援
法
が
成
立
す
れ
ば
、
日
本

の
伝
統
的
な
稲
作
の
原
種
、
原
原
種
の
知

見
や
施
設
の
民
間
へ
の
提
供
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
日
本
の
「
米
」
さ
え
も

民
間
企
業
や
外
資
に
握
ら
れ
る
と
訴
え

た
。
日
本
は
「
食
の
安
全
」
を
担
保
で
き

な
く
な
る
恐
れ
も
出
て
く
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、

種
子
法
廃
止
法
案
は
な
ん
と
し
て
も
廃
案

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
種
子
は
生
命

の
源
で
あ
り
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き

公
共
的
財
産
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。

日
本
の
種
子
を
守
る
有
志
の
会
（
最
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。


